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解答・解説

問１．

(ｱ) －9＋4＝－5

(ｲ) 7－5×(1－3)＝7－5×(－2)＝7＋10＝17

(ｳ) － ＝ － ＝－

(ｴ) 16a3b3 ÷ 8ab2 ＝ ＝ 2a2b

(ｵ)

(ｶ) － ＝ － ＝ － ＝

(ｷ) x(x ＋1)－(x －4)2 ＝ x2 ＋ x －(x2 －8x ＋16)＝ x2 ＋ x － x2 ＋8x －16＝9x －16

問２．

(ｱ) (x ＋1)(x －5)＋2x ＋2 ＝(x ＋1)(x －5)＋2(x ＋1)＝(x ＋1)(x －5＋2)

＝(x ＋1)(x －3)

(ｲ) 5x ２－3x －1＝0

(ｳ) 不等式

両辺×21 3(3x －4)＞7(x －2) 9x －12＞7x －14

2x ＞－2 x ＞－1

(ｷ) x の値が2から4まで増加するとき、

y ＝ ax ２の変化の割合 (2＋4)a ＝6a

y ＝5x の変化の割合 5

等しくなるので、 6a ＝5 a ＝

(ｵ) n ＝7

問３．

(ｱ)二次関数 y ＝ ax ２の式を求める → 式に x，y の値を代入する

x ＝2を y ＝－ x ＋4に代入して 点Ａ（2,2)

これを y ＝ ax ２ に代入すると2＝4a a ＝ Ans.a ＝
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(ｲ)２点を通る直線の式を求める

→ グラフからよみとる

Ｃ(－2,2)，Ｄ(2,0)なので

4コイッテ 2コサガルので m ＝

n は真ん中で n ＝ 1

(ｳ)三角形の面積比

→ 底辺と高さを座標から調べ、

体積を求めよう

直線ＢＯの式は y ＝－2x

y ＝2を代入して x ＝－1 なので

Ｅ(－1，2)

△ＡＢＥ＝3×6÷2＝9

△ＡＣＤ＝2×4÷2＝4 Ans. 9：4

問４．

大

１ ２ ３ ４ ５ ６

小 １ ○

２ ○ ○

３

４

５

６

(ｱ) 4 が出た後 1 つ戻る、5,6 が出た後 2 つ戻る

(ｲ) 右に進んだ分以上戻れば良い
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問５．

(ｱ) 7 ÷ 2 ＝ 3 … 1 黒いタオル 3×3＝9

白いタオル 7×2－1＝13 9＋13＝ 22

(別解) 黒いタオルを縦と横に n 枚並べたとすると

2n ＋1＝7 を解いて n ＝3 黒いタオル 3×3＝9

白いタオル 3×2×2＋1＝13

(別解) 7×7－3×3×4＝49－36＝13

9＋13＝ 22

(ｲ) 黒いタオルを縦と横に n 枚並べたとすると黒いタオルは n 2（枚）

白いタオルは (2n ＋1)×2－1＝4n ＋1（枚）

(別解)

(2n ＋1) 2－ n × n ×4＝ 4n 2＋4n ＋1－4n 2＝4n ＋1

使われた黒いタオルの枚数が白いタオルの枚数より 11 枚多くなるのは

n
2
－(4n ＋1)＝11 n

2
－4n －12＝0 （n ＋2)(n －6）＝0

n ＝－2,6 n ＞0より n ＝6 正方形の一辺は 2×6＋1＝ 13

つくられた正方形の１辺の長さ ３ｃｍ ５ｃｍ

つくられた正方形の一例

黒いタオルの枚数 １枚 ４枚

白いタオルの枚数 ５枚 ９枚
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問６．

(ｱ)

△ＥＡＤにおいて

三平方の定理より

ＥＤ2＝ 72＋ 142

＝ 245

ＥＤ＞ 0 より ＥＤ＝

(ｲ)

ＣからＡＤへ垂線を引き交点をＫとする

△ＣＫＤにおいて

三平方の定理より、ＣＫ＝4cm

真ん中は、四角柱の半分で 4 × 4 × 7 × ＝ 56

両側は、三角錐 2 つ分で 3 × 4 × × 7 × × 2 ＝ 28

底面積

56 ＋ 28 ＝ 84 (cm3)

7 5

1

2

1

3

1

2

Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ

7cm

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ5cm 4cm 5cm

Ａ Ｄ3cm 4cm 3cm

5cm5cm

Ｂ Ｃ4cm

4cm
3cm

3cm

Ｋ

K



- 5 -

問７．

(ｱ)

(a) ２．∠ ADE ＝∠ CDE

(b) ５．∠ CDE ＝∠ GCF

(あ)３．直線 CG は円 O の接線である

(c) ６．∠ GCF ＝∠ FBC

(い)１．四角形 ABFC は円 O に内接している

(う)６．2 組の角がそれぞれ等しい

(ｲ) なので

∠ ABC ＝∠ ACB ＝ 38°

接弦定理より

∠ ABC ＝∠ ACD ＝ 38°

三角形の内角と外角の関係より

∠ CAD ＝ 38° × 2 ＝ 76°

△ ACD の内角の和と

∠ ADE ＝∠ CDE より

∠ ADE ＝(180 － 76 － 38)÷ 2 ＝ 33 °

円に内接する四角形の性質より

∠ CAD ＝∠ CFB

三角形の内角と外角の関係より

∠ CGF ＝ 76° － 33 °＝ 43 °

※）「接弦定理」と「円に内接する四角形の性質」は現在の学習内容にはありません。
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